
 

 

 

 

 

 
先週に続き台風 19 号が日本の南海上を北上する 10 月 12 日(日)、

板橋平和公園で第十期角六王戦が行われ、新鋭キリキリが決勝では

るみちゃんを破り、うれしい初優勝を飾った。キリキリが本大会に

出場するのはまだ 3 回目、だいちジャパンに続く新たなスターの誕

生で、優勝戦線はますます混沌としてきた。 

ベテランも初顔も合いまみえる戦国の予選 

 参加者のレベルが上がり、アンパイなど一人もいない。だから、

調子が少しでも悪ければ、タイトル保持者といえども予選落ちとな

る。この日その憂き目にあったのは、前回王者ジョージ、永世名人

ハルク、さらに鉄人後藤、ダーリン、ギャオスなどなど、まさに下

剋上だ。 

そして、その熾烈な予選を勝ち上がったのは、マックス、キリキリ、つ

ぐみ、岡ちゃん、ほん魂
こん

六角、カツヤ、ルパン、奥田パパ、かずひろ、岩

坊、マダム、はるみ、上浦パパ、ちかパパ、とおか、浅見の面々だ。小 1

のとおかちゃんと初登場浅見の年齢差はなんと 60 超、やっぱりベーゴマ

は、老若男女が楽しめる遊びだねえ。 

ノーマークのキリキリ、変幻自在な攻撃 

 さて、精鋭 16 名で行われた決勝トーナメントは、マックス、ほん魂六

角、つぐみなどの大物が敗れ、カツヤ、キリキリ、奥田パパ、はるみがベ

スト 4に勝ち上がった。はるみ以外は誰が勝っても初優勝なのだが、ここ

でカツヤと奥田パパが惜しくも敗退、初優勝は持ち越しとなった。 

 そして、キリキリとはるみによる決勝戦を迎える。新鋭キリキリはマッ

クスと同じく予選 1位通過、しかも決勝トーナメントでもここまで 1本も

取られていない。絶好調なのだ。そして、参加し始めたばかりなので、ま

だ研究されておらず、その実力は未知数だ。これほどのチャンスは二度と

ないだろう。 

 注目の決勝戦が始まる。ダーリンがいつものようにはるみの耳元でささ

やく。何を言っているのか周りには聞こえない。すると、何とはるみが痛

恨の床外しだ。このささやき作戦、いいのか悪いのかよくわからない。キ

リキリにはラッキーだ。労せずして 1本取れたのだからね。 

そのキリキリ、床に対して真横を向き、顔だけ床に向け、腰を低く構え、

練板
ね り い た

べー通信 
2014年 10月 23日 vol.146 

練馬板橋ベーゴマの会 

作：夕陽のヤスジ 



ガチホンコはほん魂六角だ 
 角六王戦では、はるみちゃんに苦杯を呑まされたほん魂六

角だが、その憂さを晴らすようにガチホンコで大暴れだ。ま

ず、マッチを血祭りに上げると、続くあいちゃん、ハルクを

蹴散らす。そして仕上げは、ルパンを粉砕だ。いやー、強い

強い。先月は練板オープンをもぎ取り、今月はガチホンで全

部取りと来た。何かしら持って帰るね、ホンコンさん。 

ひざを 90 度に曲げる独特のスタイルだ。この形だと床の左半分をねらう

ことになるが、これで 2時の方向に入れることもあるのだからやっかいだ。

また、そうかと思うと、ベーを左手に持ち替え左回しで来たりと、いろい

ろなことを仕掛けてくる。はるみちゃんはやりにくかったに違いない。そ

んなこんなではるみちゃんが幻惑されていると、キリキリが次々と決め、

あっという間に 3本先取だ。いやー、堂々たるもんだ。完全アウェーな中

での初優勝、キリキリおめでとうございます。 

女流ははるみちゃん、子ども王はとおかちゃん 

 女流王はもちろん決勝に進出したはるみちゃんだ。すっかり女性らしく

なったはるみちゃんだが、相変わらずその強さは健在だ。子ども王はとお

かちゃん。まだヒモが上手に巻けないが、リキがつきベーに勢いが出てき

た。かずひろに勝っての子ども王は立派だ。二人ともおめでとう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名人戦決勝出場者決まる 
春から予選を続けてきた第十四期名人

戦の決勝進出者が決まった。予選トップ通

過は岩坊だ。7月場所からトップに立ち、

そのままゴール。アベレージもダントツの

3.27で決勝巴戦出場を決めた。2位以下は

マックス、ギャオス、平井おやぢ、奥田パ

パ、つぐみ、ダーリンの順だ。これに続く

イッサ、ルパン以下は補欠となる。それに

トライアスロン優勝の松ちゃん、練板オー

プン覇者のほん魂六角を加えた 8 名によ

り、巴戦出場をかけトーナメントを戦う。

永世ハルク、待ってろよ～。 

バロンドールの逆転は首の皮一枚 
 マックス吉岡がバロンドールでさらに加点し 23ポイントとなった。さらに次回

の名人戦でもトーナメント出場を決めているので、すでに 24ポイントが確定して

いる。2 位の奥田パパも名人戦トーナメント出場を決めているので、そのポイン

ト数は 12。3位のハルクは名人戦巴戦出場を決めているので 14ポイントだ。この

時点でマックスとの差が 10ポイントあるので、残り 3タイトルの加点次第では、

早ければ来月にもマックスの受賞が決まるが、二人にもわずかではあるが、逆転

の可能性が残されている。最後の最後にどんでん返しがあるのか、次回に注目だ。 


